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住
宅
の
ど
こ
に

　
　
　
　
　

設
置
す
る
の
？

　

火
災
警
報
器
は
、
寝
室
（
普
段
就

寝
し
て
い
る
部
屋
で
、
来
客
が
就
寝

す
る
よ
う
な
部
屋
は
除
く
）
に
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
室
が
2
階
以
上
に
あ
る

場
合
は
、
そ
の
階
の
階
段
の
踊
り
場

の
天
井
ま
た
は
壁
面
に
設
置
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合

で
は
、
火
災
予
防
条
例
で
台
所
（
熱

式
火
災
警
報
器
）
に
も
設
置
す
る
よ

う
奨
励
し
て
い
ま
す
。

平屋建住宅2階建住宅

寝室が1室のみ
 　　　 の場合

寝室が1階･2階
に各1室の場合

居間 寝室

寝室 台所 寝室 居間 台所

階
段

火災警報器の設置例
設置が義務付け
られる箇所

部
屋
の
ど
こ
に

　
　
　
　
　

設
置
す
る
の
？

〈
天
井
取
り
付
け
式
の
場
合
〉

〈
壁
掛
け
式
の
場
合
〉

天井から15～50㎝以内の高さに
火災警報器を設置します。

火災警報器の中心を壁から60㎝
以上離して設置します。

調理器具やエアコンなどの吹き出し
口から1.5m以上離して設置します。

火災警報器の中心をはりから60㎝
以上離して設置します。

ど
こ
で
購
入
す
る
の
？

　
　

値
段
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

火
災
警
報
器
は
、
防
災
設
備
取
扱

店
や
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

価
格
は
機
能
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
1
個
当
た
り
6
千
円
か
ら

1
万
円
程
度
で
す
。

　

な
お
、
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保

証
す
る
も
の
に
、
日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
が
あ
り
ま
す
。
合
格
し
た

も
の
に
は
、
同
協
会
の
鑑
定
マ
ー
ク

（
N
S
マ
ー
ク
）
が
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
時
に
は

N
S
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
る
製
品
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
悪
質
な

業
者
に
よ
る
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
「
消
防
署
の

4

4

4

4

方4

か
ら
来
ま
し
た
。
各
家
庭
に
火
災

警
報
器
を
設
置
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
」
と
い
っ
た
内
容
の
悪
質
な
訪

問
販
売
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
消
防
職

員
は
火
災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署　

☎
32
‐
１
４
２
０

60㎝以上

50㎝

15㎝1.5m以上

60㎝以上

※
設
置
作
業
は
、
天
井
や
壁
面
へ
の

ね
じ
止
め
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
専
門
的

な
技
術
や
道
具
を
必
要
と
せ
ず
、
個

人
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。



　

平成１８年度当初予算平成１７年度補正予算

教育委員会委員の任命について
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予算の款 今回の補正額(千円) 主な補正事由

民 生 費 50,000 増 額
はこべの家かぐや姫
工場建設補助金

土 木 費 38,972 増 額 除雪作業委託料他
合　  計 88,972 増 額

会計 予算総額

一般会計 67億4,963万6千円

診療所事業特別会計 1億5,004万3千円

国民健康保険事業特別会 10億3,654万9千円

老人医療事業特別会計 14億4,611万6千円

介護保険事業特別会計 7億9,157万9千円

簡易水道事業特別会計 1億3,414万6千円

集落排水処理事業特別会 2億3,184万7千円

公共下水道事業特別会計 8億8,562万3千円

上水道事業企業会計 　2億5,213万7千円

平成１８年
第１回 美浜町議会臨時会
平成１８年
第１回 美浜町議会臨時会

議会ニュース

　美浜町教育委員会委員の
高橋三郎氏が2月28日付け
で辞職されるため、後任の
瀬戸弘勇氏の任命について
議会で同意されました。

　平成１８年第１回美浜町議会臨時会が２月１３日から
１４日まで開会され、次の事項が審議・議決されました。

美浜町企業誘致条例が制定されました。4月1日から施行
　本町における産業の振興を促進するために、町内に工場等を
立地する事業者に対して必要な奨励措置として助成金を交付す
る美浜町企業誘致条例が制定されました。

●対象となる事業者
　製造業、運輸業、ソフトウェア業、情報処

理サービス業、試験研究所を営む者

●対象となる工場等の立地

・新設：町内に工場等を有しない事業者が工

　場等を建設すること。または町内に工場等

　を有する事業者が当該工場等と異なる業種

　の工場等を建設すること。

・増設：町内に工場等を有する事業者が、当該

　工場等と同一の業種の工場等を建設するこ

　と。または当該工場等の敷地もしくは隣接し

　た敷地内に工場等を拡充すること。

・移設：本町に工場等を有する事業者が、当

　該工場等を町内の他の場所に移転すること。

●対象となる経費
　・用地の取得及び造成に要する経費

　・工場等の建設に要する経費

　・構築物、機械、装置等の償却資産の取得

　　に要する経費

●助成金交付額
　投下固定資産総額（対象となる固定資産を

取得するために要した費用額）の25％とす

る。但し、1億円を限度額とする。

●その他の指定要件
　その他に、投下固定資産総額(3,000万以

上)やその額に応じた新規雇用者の数、工場等

の敷地面積等について指定要件があります。

詳細については、担当課までお問い合わせく

ださい。

※お問い合わせ先：町商工観光課（担当：山本）☎３２－６７０５

　歳入歳出予算にそれぞれ88,972千円が追加さ
れ、歳入歳出予算の総額がそれぞれ7,023,207
千円になりました。
●一般会計（第６号）

瀬戸 弘
ひろゆう

勇 氏 (早瀬)

　平成18年度当初予算について下記のとおり
議決されました。
（詳細については5月号でお知らせします）
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美
浜
１
号
機

美
浜
２
号
機

美浜発電所の状況
　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
17
年
3
月
29
日
〜
）

美
浜
３
号
機

原
子
力
保
全
改
革
検
証
委
員
会

　今回の報告では、1月16日から2月15日までの
美浜発電所の状況についてお知らせします

　

事
故
に
よ
り
停
止
中

（
第
21
回
定
期
検
査
中
）

　

原
子
力
保
全
改
革
検
証
委
員
会
・

大
森
政
輔
委
員
長(

弁
護
士)

は
、

県
内
有
識
者
を
含
め
た
社
外
委
員
を
中

心
に
構
成
さ
れ
、
美
浜
発
電
所
３
号
機

２
次
系
配
管
破
損
事
故
の
再
発
防
止
へ

の
取
組
み
を
独
立
的
な
立
場
か
ら
客
観

的
か
つ
総
合
的
に
監
視
、
評
価
を
行
う

た
め
に
、
昨
年
４
月
に
関
西
電
力
㈱
が

設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

１
月
24
日
、
第
３
回
目
の
委
員
会
が

美
浜
発
電
所
内
で
開
催
さ
れ
、
山
口
町

長
が
立
地
地
域
を
代
表
し
て
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

　

意
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
西
電
力

㈱
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
は

全
体
的
に
は
評
価
で
き
る
と
す
る
一
方
、

取
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
で
昨
年
８
〜

９
月
に
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
こ
と
か
ら

再
発
防
止
へ
の
取
組
み
の
更
な
る
徹
底

や
原
子
力
安
全
に
関
す
る
地
元
か
ら
の

情
報
発
信
の
必
要
性
、
事
業
本
部
移
転

を
契
機
と
し
た
共
生
へ
の
取
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
技
術

者
等
の
安
全
安
心
へ
の
意
識
改
善
へ
の

地
道
な
取
り
組
み
に
よ
る
信
頼
関
係
の

構
築
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
証
委
員
会
へ
の
期
待
と
し

て
は
、
町
と
し
て
、
関
西
電
力
㈱
の
再

発
防
止
へ
の
取
組
み
を
確
認
し
て
い
く

上
で
、
一
つ
の
拠
り
所
と
考
え
て
い
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

委員会で意見を述べる山口町長

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
17
年
12
月
６
日
〜
）

高
経
年
化
対
策

　

今
回
の
検
証
委
員
会
で
は
、「
再
発
防
止

対
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、

対
策
の
更
な
る
改
善
に
向
け
て
の
活
動
も

取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
刻
印

打
替
問
題
な
ど
新
た
な
課
題
へ
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
引

き
続
き
検
証
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」
と
検
証
の
結
果
が
会
議
終
了
後
に

ま
と
め
ら
れ
、
大
森
委
員
長
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

美
浜
発
電
所
３
号
機
は
、
本
年
12
月

１
日
を
も
っ
て
、
営
業
運
転
開
始
か
ら

30
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
西

電
力
㈱
で
は
、
１
月
30
日
に
、
高
経

年
化
技
術
評
価(

※
１)

と
長
期
保
全
計
画

(

※
２)
に
つ
い
て
「
美
浜
発
電
所
３
号
機

高
経
年
化
技
術
評
価
等
報
告
書
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
国(

経
済
産
業
省)

に
提
出
し
ま
し
た
。
県
と
町
に
対
し
て

も
、
安
全
協
定
に
基
づ
い
て
同
日
に
報

告
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
高
経
年
化
技
術
評
価
等
報
告
書
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
８
月
の
高
経
年
化
対

策
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
を
ふ
ま
え

て
、
要
求
事
項(

※
３)

等
を
明
確
化
す

る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
高
経
年
化
対

策
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
高
経
年

化
対
策
標
準
審
査
要
領
」
等
に
基
づ
い

て
、
今
後
、
国
に
お
い
て
厳
正
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
３
号
機
事
故
を
踏
ま

え
て
高
経
年
化
対
策
へ
の
重
要
性
が
改

め
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
関
西
電
力
㈱

か
ら
の
報
告
書
の
内
容
や
国
の
審
査
状

況
に
つ
い
て
、
厳
し
く
確
認
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

（
※
１
）
高
経
年
化
技
術
評
価

　

営
業
運
転
開
始
か
ら
30
年
を
超
え
る

ま
で
に
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確

保
す
る
上
で
重
要
な
機
器
お
よ
び
構
造

物
に
対
し
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

起
る
機
能
や
品
質
の
低
下
を
技
術
的
に

評
価
す
る
こ
と

（
※
２
）
長
期
保
全
計
画

　

技
術
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
に
現
状
の
保
守
管

理
に
追
加
す
べ
き
保
全
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
施
内
容
、
方
法
お
よ
び
時

期
を
定
め
た
10
年
間
の
計
画

（
※
３
）
要
求
事
項　
　

　

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
や

ル
ー
ル
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「
耳
の
日
」

健
康
診
断
・
補
聴
器
相
談

　

県
総
合
福
祉
相
談
所
で
は
、
3
月
3

日
の
「
耳
の
日
」
に
ち
な
み
、
医
療
、

聴
力
測
定
、
補
聴
器
装
用
な
ど
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
聞
こ
え
方
の
状
態
な
ど
、

耳
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

●
日
時

　

3
月
8
日
（
水
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

●
受
付
時
間

　

午
後
1
時
〜
午
後
2
時
30
分

●
会
場

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

は
あ
と
ぴ
あ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
保
険
課
（
担
当
・
渡
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
４

　

近
年
、
経
済
・
産
業
構
造
が
変
化
す

る
中
で
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
つ
い
て

強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
15
人
に
1
人
が
う
つ

病
を
経
験
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果
も

あ
り
、
特
に
働
き
盛
り
の
年
代
が
う
つ

病
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
調
に
悩
ま
さ

れ
る
状
況
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
、
二
州

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
医
が

働
き
盛
り
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し
て

解
説
す
る
と
と
も
に
、
希
望
者
に
は
個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

3
月
16
日(
木)
午
後
2
時
〜
午
後
４
時

●
会
場

　

サ
ン
ピ
ア
敦
賀 

２
階 
若
狭
の
間

●
内
容

・
講
演
会　

午
後
２
時
〜

　

「
働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

　
　

講
師
・
猪
原
病
院　

医
師　

西
尾 

昌
志 
氏

・
個
別
相
談　

午
後
３
時
30
分
〜

●
そ
の
他

　

参
加
及
び
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

　

 

働
き
盛
り
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会

美浜町議会議員選挙

投票日は３月５日（日）です投票日は３月５日（日）です
　

投票時間

午前７時～午後８時
※第７投票所（菅浜 海の暮らし館）
　と第８投票所（丹生保育所）の
　投票時間は午前７時～午後７時

期日前投票

※お問い合わせ先　美浜町選挙管理委員会〈町総務課内〉（担当：島田）☎３２－６７００

　投票日に仕事やレジャーなどで投票に行け
ない方は、期日前投票ができますので、下記
までお越しください。
●期間　３月１日（水）～３月４日（土）
　　　　　（午前８時３０分～午後８時）

●会場　 美浜町役場 １階　 期日前投票所

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に



●
1
年
前
納

　

1
年
分
を
前
も
っ
て
現
金
納
付（
金

融
機
関
等
の
窓
口
で
直
接
納
付
）し
て
い

た
だ
く
と
、国
民
年
金
保
険
料
が
割
引

さ
れ
て
安
く
な
り
ま
す
が
、口
座
振
替
で

の
前
納
な
ら
も
っ
と
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、口
座
振
替
で
の
1
年
分
の

前
納
の
申
し
込
み
期
限
が
3
月
29
日(

水)

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
逃
す
と
来
年
ま
で
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

毎
月
現
金
で
納
め
た
場
合
と
の
割
引
額   
    　

の
比
較（
参
考
・
平
成
17
年
度
額
）

・
１
年
分
保
険
料（
現
金
月
々
払
い
）

１
６
２
，９
６
０
円

・
現
金
納
付
前
納（
割
引
額
２
，８
９
０
円
）

１
６
０
，０
７
０
円

・
口
座
振
替
前
納（
割
引
額
３
，４
２
０
円
）

１
５
９
，５
４
０
円

●
半
年（
６
か
月
）前
納

　

１
年
分
は
金
額
的
に
難
し
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
は
、半
年（
６
か
月
）前
納
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
期
限
は
１
年
前
納
と
同
じ

く
３
月
29
日（
水
）で
す
。

毎
月
現
金
で
納
め
た
場
合
と
の
割
引
額

　

 　

の
比
較（
参
考
・
平
成
17
年
度
額
）

・
半
年
分
保
険
料（
現
金
月
々
払
い
）

８
１
，４
８
０
円

・
現
金
納
付
前
納（
割
引
額
６
６
０
円
）

８
０
，８
２
０
円

・
口
座
振
替
前
納（
割
引
額
９
０
３
円
）

８
０
，５
５
０
円

●
早
割
り

　

通
常
、毎
月
の
保
険
料
の
引
落
日
は

翌
月
末
で
す
が
、当
月
末
に
引
落
日
に

変
更
す
る
だ
け
で
月
々
40
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
、そ
う
で
な
い
方
も
お
得
な
前

納
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

　

☎
23‐

３
６
６
６

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
津
原
）

☎
32
‐
６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

国
民
年
金
の
口
座
振
替
は

　
　
　
　
　

      

前
納
が
お
得
で
す
！

国
民
年
金
の
口
座
振
替
は

　
　
　
　
　

      

前
納
が
お
得
で
す
！

－ 11 －

※お問い合わせ先　町住民生活課（担当・平城）☎３２－６７０３

 ３月１８日（土）午前10時～正午

福井大学講演会福井大学講演会

内 容 講演①「水環境の現状と課題」
　　　　　〈講師〉永

ながおさ

長　幸雄 氏　　福井大学工学部 生物応用化学科 教授

町保健福祉センター
　はあとぴあ はあとホール

講演②「三方五湖のなりたち」～周辺の地形と活断層について～
　　　　　〈講師〉山本　博文 氏　　福井大学教育地域科学部 理数教育講座 助教授

日 時 会 場

一人ひとりの電車利用が、
　小浜線を支える大きな力になります。
人にも 環境にも やさしい電車、
　私たちの地域を結ぶ電車を利用しましょう。

　ＪＲ小浜線を利用する8人以上の団体旅行や乗車回数券の
購入に対して助成制度があります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
※お問い合わせ先　町商工観光課(担当･伊達) ☎32‐6705

「みんなが小浜線応援団」「みんなが小浜線応援団」「みんなが小浜線応援団」

「水環境の保全と三方五湖」 浜さんカード対象事業


